
Pick up

おごせ教育　
峯
線
林
道
開か
い
さ
く鑿
之
碑

　
大
字
上か
み
や
つ谷
の
甲き
の
え
ね
し
ゃ

子
社
近
く
に
建

っ
て
い
ま
す
。（
碑
文
）「
本
道
路

の
幹
線
で
あ
る
梅う
め
そ
の園
小
川
道
は
大

字
上
谷
を
貫
通
し
　
従
来
梅
園
道

と
し
て
優
れ
た
効
果
を
挙
げ
て
居

つ
た
が
こ
の
道
路
か
ら
分
岐
し
大お
お

附つ
き

を
經
て
西に
し
だ
い
ら平
に
通
ず
る
捷
經

（
捷し
ょ
う
け
い径
カ
・
近
道
の
意
味
）
は
急

坂
胸
を
衝
き
曲
折
多
く
辛
う
し
て

人
馬
の
歩
行
を
許
す
の
み
で
沿
道

百
余
戸
の
住
民
の
不
便
は
言
外
で

あ
り
尚
そ
の
奥
地
の
豊
富
な
資
源

は
空む
な

し
く
埋
も
れ
　
こ
の
改
修
は

地
域
関
係
者
多
年
の
宿
願
で
あ
つ

た
が
工
事
の
困
難
と
之
に
伴
う
膨

大
な
経
費
は
容
易
に
目
的
を
達

す
る
こ
と
を
得
ず
今
日
に
至
つ
た

　
然し
か

し
地
元
住
民
の
熱
望
は
遂
に

國
の
容い

る
ゝ
と
こ
ろ
と
な
り
本
町

及
び
都と
き
が
わ
む
ら

幾
川
村
に
於
て
も
補
助
を

決
定
し
　
越お
っ
ぺ
が
わ

辺
川
支
流
上か
み

殿ど
の

川か
わ

に

添
て
新
道
開
鑿
を
起
工
し
延
長
一

千
三
百
五
十
米
に
亘わ
た

り
幾
多
の
困

難
を
克
服
し
　
二
ヶ
年
の
歳
月
と

五
百
五
十
余
万
円
の
巨
費
を
費
し

て
完
成
を
遂
げ
た
の
で
あ
つ
て
　

本
道
路
こ
そ
實じ
つ

に
越
生
町
と
都
幾

川
村
と
を
結
ぶ
紐ち
ゅ
う
た
い帯と
し
て
両
者

の
提
携
緊
密
は
素
よ
り
産
業
開
発

経
済
文
化
の
交
流
進
展
の
根
幹
と

し
て
将
来
益
々
活
用
さ
れ
　
當
地

方
の
発
展
を
期
待
す
る
と
倶と
も

に
地

元
の
関
係
各
位
の
英
断
と
不
滅
の

業
績
に
満ま
ん
こ
う腔
の
敬
意
と
感
謝
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
　
昭
和
三
十
七

年
一
月
建
立
　
越
生
町
長
　
関
根

要
一
撰
並
書
」
題
字
は
、
埼
玉
県

飯
能
林
業
事
務
所
長
・
佐
藤
巳
代

吉
で
す
。

　
橋
梁
道
路
改
修
記
念
碑

　
松
木
田
橋
の
た
も
と
に
立
つ
碑

で
す
。（
碑
文
）「
終
戦
後
の
著
し

い
経
済
成
長
に
よ
る
時
代
の
進
展

に
伴
い
車
輌
交
通
の
テ
ン
ポ
が
早

ま
り
広
幅
舗
装
の
近
代
化
が
要
請

さ
れ
る
に
及
び
わ
が
部
落
は
率
先

其
の
工
の
着
手
を
決
め
町
当
局
及

隣
地
区
と
の
協
調
の
も
と
に
従
来

巾
九
尺
の
小
川
梅
園
道
を
主
体
と

し
越
生
梅
林
に
直
結
す
る
個
所
等

大お
お
は
ば巾
修
正
を
加
え
総
延
長
千
三
百

米
　
其
本
路
面
巾
六
米
　
永
久
橋

三
個
所
附
帯
防
災
施
設
を
含
め
て

昭
和
四
十
五
年
一
月
の
橋
梁
工
事

に
始
ま
り
延
九
年
三
ヶ
月
に
亘
り

所し
ょ
き期
目
的
の
達
成
を
見
る
に
到
っ

た
　
今
後
こ
の
路
線
が
地
方
文
化

の
交
流
産
業
経
済
の
発
展
更
に
教

育
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

は
期
し
て
俟ま

つ
べ
き
も
の
が
あ
る

と
信
ず
る
　
茲こ
こ

に
我
等
は
こ
の
意

義
あ
る
事
業
の
完
成
に
当
り
主
要

事
項
を
碑
面
に
刻
み
永
く
後
世
に

伝
へ
る
も
の
で
あ
る
　
昭
和
五
十

四
年
六
月
一
日
　
大
字
上
谷
下

組
」（
坪
井
伊
助
撰
文
）

　
衟
路
改
修
記
念
碑

　
越
生
梅
林
入
口
の
最
さ
い
し
ょ
う勝
寺じ

先
住
・
齋
藤
隆
全
撰
文
、
梅

園
村
と
越
生
町
の
収
入
役
を

務
め
た
福
田
明
書
に
よ
る
石

碑
で
す
。（
碑
文
）「
国
の
經

濟
成
長
に
伴
い
地
方
産
業
も

大
き
く
発
展
し
交
通
量
も
著

し
く
増
加
し
て
き
た
　
こ
こ

に
農
村
振
興
事
業
の
県
費
単

独
土
地
改
良
事
業
堂ど
う
や
ま山
農
道

工
事
と
し
て
堂
山
区
主
要
道

の
改
良
工
事
が
関
係
者
の
努

力
に
よ
つ
て
昭
和
四
十
六

年
十
月
起
工
さ
れ
昭
和
四
十

八
年
三
月
竣
工
し
た
　
こ
の

道
路
は
梅
園
𣘺は
し

よ
り
月つ
き
が
せ

ヶ
瀬

𣘺
ま
で
全
長
八
百
十
三
米
　

巾ふ
く
い
ん員
六
米
　
当
区
内
を
縦
貫

し
小
杉
上
谷
方
面
に
通
じ
て

い
る
　
こ
の
道
の
完
成
に
よ

つ
て
當
地
方
の
開
発
は
も
と

よ
り
地
域
産
業
文
化
の
発
展
が
大

き
く
期
待
さ
れ
る
　
よ
つ
て
こ
の

不
朽
の
偉
業
を
記
念
す
べ
く
関
係

者
相
謀
り
記
念
碑
を
建
立
し
て
後

世
に
告
げ
る
も
の
で
あ
る
　
昭
和

四
十
八
年
四
月
吉
日
　
道
路
改
修

委
員
会
」

　
※
碑
文
は
原
文
（
旧
字
）
の
ま

ま
、
一
部
を
新
字
に
改
め
、
空
白
、

る
び
を
補
っ
た
。

左：橋梁道路改修記念碑（上谷）　右：衟路改修記念碑（堂山）

峯線林道開鑿之碑（上谷）

左：津久根〜上谷地図　右：黒山地図（国土地理院地図を加工）

左：「町道久保線改修記念石燈籠」（黒山・昭和37年建立）　右：笹郷林道開設記念碑（黒山・昭和41年建立）

　西入間青年会議所にご協力い
ただき、選挙学習を行いました。実
際の選挙で使う記載台や投票箱
を使って、模擬選挙の投票をしまし
た。候補者の話をしっかり聞き、真
剣に投票し、選挙に関する関心を
高めることができました。

越 生 小 学 校

　10月30日に、合唱コンクールを行
いました。今年のスローガンは「合唱
魂　届け！魂！～魂身の歌声を響かせ
ろ～」です。様々な制限のある中でした
が、どのクラスも工夫して積み重ねた
練習の成果を発揮し、自分たちの魂を
歌声に乗せて素晴らしいハーモニー
を響かせました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

　10月25日、３年生が越生特産物加
工研究所へ社会科見学に出かけまし
た。越生町の特産である梅やゆずを
使ったジュースが生産されるまでの工
程を見学しました。児童は、メモを取
りながら真剣に職員の方の説明を聞
いていました。

梅 園 小 学 校

　
令
和
３
年
度
の
国
及
び
県
学
力
調
査

の
越
生
町
の
状
況
や
、
今
後
の
学
力
向

上
に
向
け
た
取
組
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

○
対
象　
小
学
６
年
・
中
学
３
年

○
教
科　
国
語
、
算
数
・
数
学

○
分
か
っ
た
こ
と

〈
小
学
６
年
〉

・�

国
語
の
「
書
く
能
力
」
が
身
に
付
い

て
い
る
。

・�

算
数
の
「
数
と
計
算
」、「
測
定
」
に

関
す
る
問
題
を
解
く
力
に
課
題
が
あ

る
。

〈
中
学
３
年
〉

・�

各
教
科
、
全
体
的
に
問
題
を
解
く
力

が
身
に
付
い
て
い
る
。

・�

特
に
、
国
語
の
「
話
す
・
聞
く
能
力
」、

「
書
く
能
力
」、「
伝
統
的
な
言
語
文
化

と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」、
数

学
の
「
関
数
」、「
資
料
の
活
用
」
の

問
題
を
解
く
力
が
身
に
付
い
て
い
る
。

２　
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査

○
対
象　
小
学
４
年
～
中
学
３
年

※
学
力
の
伸
び
を
見
る
調
査

○
教
科　
国
語
、
算
数
・
数
学
、
英
語

※
英
語
は
中
学
２
、３
年
が
実
施

○
分
か
っ
た
こ
と

〈
小
学
校
〉

・�

全
体
的
な
学
力
の
伸
び
幅
の
平
均
は
、

県
内
の
学
力
の
伸
び
幅
の
平
均
と
比

較
し
て
、
大
き
く
見
ら
れ
た
。

・�

特
に
、
小
学
６
年
の
伸
び
幅
が
大
き

く
見
ら
れ
た
。

〈
中
学
校
〉

・�

全
体
的
な
学
力
の
伸
び
幅
の
平
均
は
、

県
内
の
学
力
の
伸
び
幅
の
平
均
と
比

較
し
て
、
大
き
く
見
ら
れ
た
。

・�

特
に
、
中
学
１
年
・
中
学
３
年
の
伸

び
幅
が
大
き
く
見
ら
れ
た
。

３　
こ
れ
か
ら
の
取
組

　
こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
教
育
委

員
会
で
は
、
学
校
と
連
携
し
て
、
次
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○�

基
礎
的
・
基
本
的
内
容
が
確
実
に
身

に
付
く
指
導
の
徹
底

　
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
整
備
さ
れ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
、

小
テ
ス
ト
や
繰
り
返
し
学
習
な
ど
を

行
っ
た
り
、
補
充
学
習
の
機
会
を
設
け

た
り
し
て
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
学
力

が
伸
び
る
指
導
を
展
開
し
ま
す
。

○
家
庭
学
習
の
習
慣
化

　
「
越
生
町
小
中
一
貫
教
育
」
や
「
家
庭

生
活
・
家
庭
学
習
の
す
す
め
」
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
子
供
た
ち
が

家
庭
で
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
課
題
を

検
討
し
な
が
ら
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化

を
図
る
取
組
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
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さらなる
学力向上への取り組み

越生町教育委員会

越 生 中 学 校
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